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今今年年ももややりりまますす！！里里ややまま塾塾わわくくわわくく自自然然体体験験  44 月月、、55 月月、、７７月月  一一挙挙紹紹介介！！          

  

  

           森 友紀 （もり ゆき） さん       

 
      

会員紹介   
TV やゲームに夢中になり虫も怖がって触れず、ご飯も平気で残したりの我が子を見

て‘このままではいけない‘‘でもどうしたらよいのだろう‘と日々悩んでいました。そん

な中 SNS で、竹を使ってお米を炊く体験が載っているのを見つけ、それが‘富里の 

ホタル‘の活動だと知りました。更に何回かホタル鑑賞をさせていただいていたのも

同じ団体だと知り驚きでした。子供達と里山で自然体験をしたいという気持ちが大きく

なり、ドキドキしながら入会希望の意思を伝えたところ、とても優しく対応して下さり安

心して入会しました。入会後活動に参加すると、子供達のイキイキする姿が見られ

‘楽しい‘‘またホタルの里に行きたい‘などの言葉が聞けました。子供だけでなく親の

私達も楽しく参加する事が出来てとても嬉しいです。家族で色々な事を体験する事は

子供にも私達にも心の栄養になるのではないかと思います。今年の春に入会をして

初めて田植え体験をしました。秋に稲刈り体験をするのがとても楽しみです。 

 いつもオスメス仲良く、田んぼで食事。天神谷津でも微笑ましい姿を見せてくれ

る、カルガモ。日本にいるカモの仲間はほとんどが渡り鳥のなかで、このカルガ

モだけは一年中、日本に棲んでいます。春には草場の目立たないところに卵を

産み母鳥が誕生まで大事に守ります。生まれてくる雛たちは誕生するとすぐに歩

けるそうで、敵に襲われる前に、安全で食べ物のたくさんある場所に「お引越

し」。都心でも見られるこの引っ越しは、お腹を空かした雛たちを守るための必死

の行進なのだとか。10 匹ほど生まれても親鳥になれるのはわずかに２匹ほど。

雛たちを見かけたら、やさしく見守ってください！  

 

 
ももっっとと知知ろろうう！！里里山山のの虫虫たたちちののこことと。。小小学学生生たたちちがが標標本本づづくくりりにに挑挑戦戦！！  

道の駅「末廣農園」で、生きものイベント！ザリガニ釣りも！   

  

里やま塾は今年も健在！たくさんの参加者で賑わっています。４月「生き物探しとシイタケ禁裡体験」、5月「昔ながら

の田植え体験」、７月「生き物探しとホタル観賞」。秋もさらにパワーアップした里やま塾をやります。お楽しみに！ ￥   
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「末廣農園」オープン企画で、生きものインベントを開催。里山の生きものや昆虫標本、ハチの

巣の展示など。そして恒例のザリガニ釣り。子どもたちの一番人気です。おや、一度にたくさん

吊り上げた子も。大盛り上がりの一日でした。   

 

写真右が美智子さん。 

ご家族と天神谷津で。 

天神谷津に虫好きの子どもたちが集合！ 

昆虫標本づくりに挑戦しました。虫を捕まえるところ 

から頑張りました。出来栄えは？ほら、ご覧ください。 

思っていたよりもずっときれいに上手に作り上げる 

ことができました。子どもたちは標本づくりから何を 

学んだでしょう？色がきれい、形が面白い、思ったより 

繊細・・・明日はもっと虫が好きになるでしょう！ 

７月、生き物探しとホタル観賞。  

カレーとトウモロコシも。   

夏を満喫、ですね！ 

４月、生き物探しとシイタケ禁打ち体験 

5月、昔ながらの田植え体験 ベトナムの皆さんも      



 

 

 

 

 
【連絡先】NPO法人 NPO富里のホタル 理事長 草野孝江 ☎ 090-3499-9161 

事務局メールアドレス okamoton@themis.ocn.ne.jp 
 

 

NPO富里のホタルは、谷津田などでホタル

の発生を指標とした自然保護活動を行って

います。  

 

会員募集 
活動に関心のある方は、お気軽にお

問い合わせ下さい。（年会費：2000円） 

 
 

 
現在の会員数： ０ １ ８ ９ 

ねっころ日
び  見えた！聞こえた！里山の息吹  

里山 春を感じよう～わくわく生きもの観察～ 
５月７日(土) NPO法人子どもプラザ成田 主催のイベントが天神谷津を舞台に開催されました。 

この日は生きもの好きの親子で大賑わい。ちょっと変わった企画も。里山の木陰でただ寝っころがるだけ。 

ワラを敷いて仰向けになって耳をすませば・・見えた！聞こえた！里山の息吹。なんて気持ちいいひととき 

でしょう！この体験は、思った以上に参加者の反響が大きかったそうです。 

こんな、なんでもない、シンプルな企画が求められているのかもしれませんね・・・新たな発見でした。 
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